
tB非 帯7ZR4A粍架の即 と,及びダイナマイt-の成形r.関する研究 (節-nl)

慧 一/.Sv .u ･一･を23肘 川 まよい｡ である｡r2:tRT

tl｣硝安の初脚 池近田に批て証明することが山東
たが,炎5iZW 閑方面]で虹･+助官を賜わった,本学長 ([) rhrLghAFTI(1'rtk RoySk･105̂ (192･l))

谷川招 ,謀殺補佐の今長鉄,*_,卿 論のPi掛 こ琵 (2) 前 非 渡(エ化 43.450(qlS日

進なる柑丑を袋する｡ (3) A R ･11eri(LndEng Chcm 21':汰 (1929)

琳 音死は文詐省学術棚 の望助に上り行ったもの (り t染出 (火払 21'5(唱 23))

StudyontheHygTOSCOpICltyOfAmrrlOnlum nltrale

ByJYoshldaandH Osad.I

･h亡 叫 t｡n晋 -(pTPllSdoesこ｡tho一d- Iforthemt- E- lureqbsorp-

t,otlOfAmJnOnLum Tntrate 0:Ithe pzw oimoiStl汀eI)b50Tf)110nOfATnrEb}nltlm
nlLTnte,WemistCOnS言derflrst'LhcrelatLOZ)tKい'CCn5011dphaseAndど～-czlw.ller
､apourpTtSStlreaEdDeZttherch'L,OntPtTreenLdld,llquld,蛇dg.TtBPhASeS,Llntl
.'tSLht1.TtStStepttlerehtt10tLbettteenllql】･d,andp･sphas･eJ
AttlletlrStSteplhE･hlg和訳｡plC)tylStntft=71CtLOコOftlleStlrfAeeLlreAOEthe

so】Id.theTelfLtl､ehumld]t),atldthc一enperAtt=rt■ SdⅥeprOPO父dtheequA=On

等 -J･SJ諾 r fortheh,ど-- p- ｡̀ am ｡nlum n･t-I- ithe点は1-

NTtdfountl lE"ZLSgOCtle7m･gb tootlre叩 rlmetltnldLIta

(kylユS)tlll)StlulteOrTechr1010の)

碑酸繊維素の膨化,及びダイナマイトの成形に関する研究

-(第一報)

(BEl初 25年 3J] ZOH 受 m)
＼

埋 井 武 fJ''1
(R本油田武生竪エJB)

H Eij id

多くのエ預に'於てその肺 茨び牛液晶の力学的性質

をl乍朝一することは工程の分封と72品の品位向上を期す
ろために欠くことの日栄 ないことである9LiI乙は危段

ft粟である1イナマイト紙 に於いても臣仲成掛 乍乗

glこ於けろ死の仕訳の格矧 +J脚 と安全性とを左

右すち荒野な取手であり又そiLちは主成分たる醜

dEjEとニト.,′yセリンとのEP化蛙等ともEq陳しこZL
らの推封 と学的抑 え芸探 の故 判 官粟の取木をなす

ものである｡eDちそのエ覇を郎主化して布佐革たらし
めろにはその技術を必重な他の工学技栢壬邪 の対窮と

な川 ろ如くにしておかなければならないか らで あ

ち.

然るにかゝろカ所の柵 1='ったPr兜は槻 火溺Jこ帆
ll

Lては刺Dl畑土が行ったがダイナマイトに朗しては来
た殆ど行われてR.托い釈放であろ｡米桝兜はカ.ゝ ろLA
点に立ちTイナYイトヨl慈鎮恥 こついて破る榊 を柑
んとしてfjしたものである｡

本乃磐はその肺 卜の立として柵 似tB謀と己 ト℡〆
y七yンのJS化に喝して械 したもの 一ゝ帯であるE.

皿 棉且拝推束のgE造及tf昏化の鵠拝

).掬地 妊兼のfI缶
甜 米仏#b耶 f3tE)ち dTgltlCOieより中皮され
ていることはeEに古くW H HAWOuCh攻守より明ら



カ･にされ,その分子耕瓜は式の如く決定されて居ろ｡

CPち β11-glt･coJtが多丑に Jく-β一g1､.｡osLd紡合を

以て並怯した珊 モ分子でも｡ろか ろゝ肝 Hと合劫
はその他の附 ヒ倉掛 こ見ることがuI宋るよう[=一

定の分千社をTTする耕一の払耳をW .するものでたく
て上た持jBTJ丑公用払列/_,.邑括するものであり一旬の
分子をM残すろ伽 脂 の鼓を電合資と辞L,その讃

延にぬしては｢■壬に Stilt.dlng～rQ)おEEmに焦って居
ろ｡

･tLこILJ7iLAll=r･て良Imt.._止IA汁T.つQl;tt
Jも三枚にiJべろ如くきわめて来車fL基点を77すらので

もろが,そLDA方位''r;丘括A℡ち!七A･の存在を粉

に糞tILたのは .TrAgtllr:85J,1であり,且之を_T良

帆.こ蔽 したのは西川ZtL'小野氏{･ある｡その枝更1こ

IltllLHeztbg 等により嘘 し, i:上13reさer及
'l.<llATk の紙 で7J折とたったのでもろが,Fi氏の

見畔に上LLl三これらミtA･はあたら･も艮瓦空Z)如きt3

iBを71し てい乙としたカニ技L=A rr～g,W rsstlt)gに
上ろ!訪い ･t:A,2b砿昆されるに至った｡

q)ち杜戒の Z.t:んは唯蟻曲荒分を意味するものにす
ぎず団目地1く朋 モ分子の把列の鐙にもとづくものL二

すざない.

二ホ _i---Ill
枚暇 の壬御上に招しては氾俄の扱成に上L)旺意の詑Lと
腔のものを1gろことが川来るがこのr川の院脚 こついて

Ll
は突放的に L11ngLL,及び 千四tQjのl袖 IL研究に上

って卯かとなつ･CAitI),又血 的r=は >np'schEL-tO､J
のi肌 のF伽tがEと抑 ヒ虻のEF;緒 R C FELrrnerの

岱杜細 に上って7rわLLろと4)見堺.千諜tQi･のiLS
叔の泣*lネA･f-と抑化度の常体11:香川持士は和一
化Etbli･<Jt･⊥ トイr反応'eもろことよりその化学平

行を焦JJJ学的に巧yEされ千田横付式を講印 され て居
ろ｡

又五分姓の大小はFf.化鹿又は揺曲頚城書と共に丈啓
I.1加 i･Aしているも初化に依る釆台東の変化につし

ては StAtldLZlgerはt･ツt,iJL･塩市波を以て鞠安蒋
i3･よI)比況せしめた鵬 をJR科として碕化した甘合

辞職 IにてtJ_灰軒と同一又合姥のものが得られろが

棚 にては-奴にn合蝶は床下すると云って居ろ

然るに披職 位qlの書合には｢蚊にCTfl化物の方が逆に
茄合Jb て大となI)iEの転職 をJ3月!すろことL'Yのべて

厨ろがこの.･'(1=辞した川'nlは明らかな併存はされてL

f_いX蛸 であろ｡
21軸 比称美のび化の良耗

也好兼及びその2t好Itの軒横は一般に拙 コ.･イ

rEt,淡を与えろか,その分脈17･がW A'_,耳性とし
たミtJt,分故'CもZJか,分了分化でも7-士･は久しくJl
申されていたのであるが今t‖ま SLAtldlZ)gerl一茨に

i〇分子分七が認められZJ=想った.匂ちその⊃pイ
I-1三分子そのものがE大でもろことに外'ならf=しので

あって,介せ礼7-は韮ぷTrEに玖つこ銭合した-ナの

分子でfL'ろ点に51ては比の托分子･pTIJJa合とIJtIであ
る｡

徹 桝 よ7)捗化についても同書であり,P=柵
にその蛸 を文政･こ上IJ鐘べ ろこ とをJ ろ｡ D
Fetn)n.S FoHlhem TAL.耽姓的畔 lこ蛇ろとKfE
の表虎書は平城 池 よりも少い先鞭 {日 宇っ て屠
I),葦兼丘 王),I.以下のF.珊 bLAについてはA トマ

グI七Iyと妓したとさその8t丑はZBにyk3Zがl折を通

じてのみ行わJt.宗祖 のLtI加と共l=it13は上り上1-

となってその迎LEもJl刑GFの把船 .3&少するにつLLて
火となって lI.4-1267■ でAトp′ytリン0)ifまう
Ll洞は一定の臥JLFLニ斗すると℡わLLこの菰BIIこ於て′lll
んを形成すると官う｡その扮 ).ⅠくKLlt暮,JlrtlesB
氏等は的昧l附 ;とその油粕とのm)にWr'媒和し斬Lい

分子化合柚の生すろことを桁娼していろ｡文体Eq氏も
抑 沖柑 gE''hu:にLL:I)Er況獅群の別封は如一次的に土
として棚 只である脚 ポ鞍肝帖とTJ'粘性h'松との
静電･lJ力にもとづく群抜本Iであるとを収めてAtろ｡
この蛸梨はゼL=J lく J(nt王 の1_として焦力学的伊
兜に上って1rJた鈷火とその生幻を受枯すろものでもろ
がl;洞性とLf:fFl～とが引き(;つてU.分Tろのみでなく
P =不税拙放校をinじてkqEを73或すら小iE内に技能
する定轟もFiめてAi17.,｡
LJJ即 こ岬_L_石にtFljの:(悦的研究に蛾つてもb;化剤
を含む柵 板柳 bげZ維Lこ放ては全くft疎 のlH訂経
でなくして払化称ま棚 の†書棺の化す矧 こ凍し

て分刊 ヒ合柚として概 LirlこそのFEqEについては敬
月低 は少いがi七jt･tri改む島ナろことセ托めて庶ろ ○

そしてこれらItJbの川ブLLl曙や決元け ち力は圭とし

て棚 を形或する餅子EZlによる7EJuの分tiFこ誠くとし
ていろ｡黙したが亡･,これらのJモ店は析掠棚 (4:

凍Arのq合は与h･yIセyシ)父はその兼のiLK等

に左右されることは勿始であI),笹計のLL群に上れば
悉らくよりBLJT池 をもった暮七 ･̂8Ij丑の存在はAト丁
〆 y七yyとii綿のD;化のJA食止史拓け川f相当不安
定なものICないかと想ftする｡
かくして静1印 lL分放せろ分子はあたカーもFlJ獅 S･

含む塩化<-JL捌 かこ見られろ1J.一t印比の虻田でも



郎 【 卯M t書･DJB化,及び〆け マイトのJW に院する箭妃 (軒一粒J lO7

ろ異分子がからん合ってするgfR彬 Sfとり-y!にES
化n=実を抵√した実はii安の飲下と炎l=上り温泉地 を

持つミ七JLyl丑を持つことにより糸状1_'粘性の上井を

東すものであろう｡

以上を三とめIu王

([) エトロ〆l-" ンは搬 Ki獄 の較投を通じそ

の小案内には入する｡

(") tz大したニトt･yI七Iンと内臓 とが群

排和してEI悼た分子化合物.'三とトー〆一七yンに可市

であI)yIに壁L=夢遠FEを及ぼしてLr刑を屯す｡
l■)

(Alレ FretlllLlHeh はこの11潤宅はdナン5'ヤル

[=l潤 すろものであL)き遺臣又は分子駆動にLSL同する
ものでないとしていろ)

(Lil) 班潤q:が壁の抜抜上I)1-分火であるとき昌ト

ロ〆yセリンにp7郡であ7/,l子化合杓の分蜘 奄 少.

それらはia虻布けitは不漁且比的u柄故をとっていち

が犯匹の鞍下と炎に若干輯血正妃を起してiB控の任下

に上る粕資のJ井のみにては喝,えらLLぬ別 宅な指虻の
上井を来す｡

Ⅲ 碑態淡椎葉とニ トログ リセ リンの

昏化毛規定する実昏式の決定

牡姓1=開祖とする所(A_eirEo･.抑 '_,明bかにし又現
在とり入れらLLてしろ丑監方式に-nIの弦館的な'｢艮｣
を甘えろことにある｡従ってZl:化についても時r･]ll_,蕪
放した耶似ミ我々にもたらすところは少いのである

那,この創こついてはFflんど見ろべき研究は無い｡紫lTl
妃のp F巴nSOn光学的方法にはろOT兜に於いてもそ
のL-I;たhi化の適度は定箆的なもので尤投が粒子にJ:

I)取乱し又BTの軒液に1つて吸収引Lろtul三党銃的な

解 くは?l矧こE月経であるとし,鉄也として掛 凶嘘は
tB虻崇架丑などに上って変化するとした柑腔のもので
ある｡

従って,A蹄 は位も剛心に指腔の訊柑 こ上lA防化を氾

っこ と▲したがその粘度は興等R粘性を起すので必~fL

も一式的には紳せられjl瓜1=払励:作する｡烈し多く
の躾pに汎外なく比較的見nlニiJf現任を‡｢rる稚 式

をWろことb'･ELl果た｡

] 突 投 出 怨

EZl2の如く拡在 ,74-L2･5mlnの爺韓にZa杓 lTnTn

の振乱をうがら夫 輸々糸又は釣糸をくさびを似てとL)
つけろ｡丸 Lでそれらの中西当な域を耶IJ銃韓を鉛直
rLらしめLl脈 の班をはかつて方n群を,とl)つけたガ
タ1†hb)に3ccJ糸を祖じ且上部のきわめてFq消TLろ

H!坤 (JL)(茸者は掃和として時計のナンナ'_'JZ川lL

I=)にini:その-頚には任せの分銅を下げろことに上

i)棟の叔鎌を加映し又inr･上昇させるqlも縄下させる

こ上も出来ろ｡ガタ入管に通じた糸の糸Rの

珠洲はスI.プ1ウ*ツナにて淑 する｡2.触 発琵

474mm の点種によt)硝枚は醍莱1F''の混和+_,

作IJ50OCに持ちつ 粘ゝ度一時m

EE旅を決めて盈 3を梢た｡これは冷却することによJ)急減l

二粘皮が上界するのが見られろが509Cを持つri

uは分散が抵丁して由和した

粘度は変らないことは珪El

に缶する｡l)

10g7'をだわに時四 日分)._r拝嶺にとって折わすと団 <(l)のillくその初瀬の随'-荘鞍とLIC紛

られろが全作として塊 とたらない凸t")悶 (Ll)はlog(- A)-(logL-1-IogE)団で

あら が欠E!○珊ではない.これが
もしiE投であれ ば



エ 斗 火 半 tA書 比 解 lz魯 節 2セ

て始めて全英放む通じて伽 とななることカ:短めら ･相 の棚 t畷拝架をとり】好一4% まで淑 女fl■

_,上里.L
it,災牡式とし'= 7I-CF+LNE r

3.考 i{

今 (lt.)式に於いて ト0の時

1.m.1÷''J-I_｡-1 ｡
となって郷=功は抑火してOは
I-Oの吟の粘空となる｡ 又卜一
- のl与

一.i.II I
llTZl■ t -E-I

とf=ウ q-a+んとして白根

の垣和した高さを示すのでもろ｡

亡はJl散が完了すろ時間に兎する

官立でありeF･大であれは分故

により多くの呼ぶtl女史すことは式

を一見して明b･でもろ｡

本革没の抜穴巾-ZlS(Tbi班)
(iB和i在校'&測)A-I9■lOi'

くPoLSeい -599でありJi化の推
Ja式として

拒 1.,..,x】0{山で'
illlも

本式にti■のLの姐を代入しては

にだL;たせクナンを500Cにして分俄を完了せしめ,

蛸 足する･ 筏が Cに冷IPLてi!化を完成し前記の粘密計 (煉瓦
笹 135rnztl) に上り包Jtの抵抗Rにやする通史女波

団5 :(/C-t･17ナン中ttLやする姥のまけi妊坑と応援のB3挿

+

I
JJq一'

F

一 一I +
r-

】

る71L'Y団Jに耶せば×印の如くTtWに突放班と-丑す めてその折吋救1ケアを光が llf団SのizTくである

｡4uiの孤恢較雄

兼は前渡妊j岬 をl'Jじ(して丘邦吉LLそ

の血税の較封はA トE･〆yセリンのみ及びlT

3校迄は450を京すが上方に柑旋す

るに拭いゆるやかになI)それりはVを火にす11は耶びユとな

る｡2 増 毛!一今,lく域の班机 tJ棟の迎腔lL.増のiEZG! p 鍍帖の

YF7度q 湖上空とすLl.lf 1

デイJノン⊃ンー手折の拓if!･ミ叫耳管 )/,

tなりT, 摘む斗椎葉ゼラチンの又鵬 性 (雪 当 をレイ

ノー畑 と1,･･L(.te)<05の齢につい

て一触に高か耳桁液はその誰むに僚して個̀ 性退位の三助 ;常に件うて作用す

るためにfB体と註件の=転作カ:#することは一般にEBめられていろ
｡従って証劫安又は粘空は一式的に決ji:言LL敬い

ものである｡この尉こ可して番)ll将j:は詳細にね

じて居られる.1 罪 投 鈷37! には)-′-1

1となり.I-3XでもlJS10kcs A,tに題元すろことは既に知られた

qlFであるが Rc>巾5の増分 J′-0とT.ってRは姓に V



払井 前成*♯許J)B化,及びダイナマイトの成形にTdナる防文節一部 ZO9

封が 450J:tIゆるやかなことは0<e<leD>･}/′<0.
1<l/′K2なることを五紙する｡
又一万雌 の敬うろeTによLuf,淡軌と

(I)ye"ton読動 (2)群 X-t=､TWn劫 (3)可良
性紘劫 (4)粁可雛 誰物に大別されその茄力S及び

RDとの抑 浪 車々 ÷ )を肋 配 すiu三

Ez)D･:tS

(2) D一吋 ,,,
(3)I)-書くS-1') (LTtL/fltA班)

(4)D-f(ら-/)t

に上って舶lji!せられるB木災汝に於けるRはSに,.･

は Dに,Bは J/･Lに故当するもので一般に群脚は較

煎tIクチンは椎 ITIe"tou鞍動なろことを示す｡

付出抗を桐加させると7Tlび急な榔封をとJ)始めろの

は明砧ならすとも肝汎t5.を声と生せしめ可担性弛れにjEi

づくためである｡

仰木弊5aに脚nした珊 駁鮮策の羅沢の疎 丑はい
づLLもJ2,'Jであるが掠Jh切放故その他の富雄と只は技
に槻 して7qぴとり上げろ予延である｡
図8 EZlSにおけら珪生絹故と血JJIの配群Egl

により悲涙にn;化の良不良を
服 することがtu東ろoqJ=

Iこ亡刈又お産計も称 二回7の如き協便な彰式のも

のを考窮した｡本箱安打は之をこの号 まゝにさし込み,1軸

こ於団7 粘度計及JB化負の団鮭 = ∃9h▲■

ql●t｡l一一けち-i:の射口上l)朝日まで並大した時n

Hをス11ヮブウ*ツナにて脈 する8回L=邦定に当つ

ては56を苅田にたらしたとき若干うづたかくなl

J誠に手打えろ現生'C･F'H Clqrseeの班/i_,戻

す弘 この辺上I)雅兄を馳 し3-5分おきに暑.F'拙 めil.ほ良い.
AIL究めた雄性は之をこの3-ゝ 外押してL髄 7時の

拓資とすることは山東ない｡その持合は (!ヽ)式に依るので

もろ｡ES化矧三内欝'R両紙の簸ろA,a.2枚のものをl
tli.た｡夫 の々才指先は図7の如く.Bは^よl)も裁取払

は犬である｡芳枕とL.{は砺胴1イナ-(イト及び

日掛Tイブマイト良の配ITL=仏ろもので夫々桔丑仕込¢J分合L=ついて
もIR放した｡LL.7切的ダイナ-イZ.缶のも

のとしては,斑8 典故fa県の-

一珊AJl･tLrLe-Pl.i ヰ

_→

Ilr 作業佳拝の変化によるBF

化の相異 へT ;¥ 捻 方 拭一般にL閉 切に於

いて日常用いられる鞘定削 tとしてほ貴もその抑 捜いの頓

IRfLものが望ましく,Jr5i:舵を如 すべき笑賢



1EO 工 率 火 前 払 甘 IILt節目笹耶2放
髄節 としてTyTを 33,'J加えた (但 ニ 11ロ eZl]0 坦仲間軟と5化遡行絹ミ'L

〆 y七 yンに片すろ外R';)

いづ)LもZR梓』故を招々に変じた砂分について窪化
析 指鼓を求め,あわせてt且史の上伸をも瀬定した｡ 0l
I.% 水郡線i且射+.500Cである｡

2 重 汝 梼 Et

田◆のは衣.主格しそのZ伺7)ち-_r･318に示し他は実

蛋;姫J_r･tとめて弐 】に元†ナ｡

Fに考折に錠するため,提事辞1故と皿蛭 及び琵化
改行書Fltの同体を団9,10に,脚 1故と旺化az)鐙
による叫の藍,inの稲作を盟 lIに示した｡

r{l?SiはftとJF化塁fi柏モモ

嘉慰,5酢 比豊 it誓 ,賢 覧'讐軍等
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渡辺 竹内 均伽こ朗する明朗 勺研究 (郎一難)抄軸椎lこItいて 一 】

小となり白rEは L)も泊の熱 さ拡し_(TILことを.W つ り fl恥 火rt会社 37･!ぬ (2943)2ST(1944)
ていろ｡ 2) 声り"小か 脚力企a T'Ill((1913)

又 ●i･一世辞珂牡ESを見ると T :ヾT を布する 3)-1fe､er'Ko11･7･53,8 (1930)

薪跡ま曲執 王立であって凡打T=汲東上井経を元してい ヰ) A Freg W)sstlZlg Protopl85mJI 25'26Ⅰ

右｡T T〈T は鮒 紫を粁人せLむにF'.･.にも促進 (19:5)

知としての一武をTiしている｡ 5J Ltlnge Z Angev,Chent ,33(1901)
仕込丑を･･少.1した齢 その伴野 較Tこきの色!=n:L 6) 千古 ■工 8,213,2叩 (哨 7)
決定的.i-Aであり,挺偶 も多丑7)符合より免れて＼′ 7) 5.'pos<htl'kow SS I 453(】9CY･) 綿 ,

ろため--flに Aは大であ1̂ ;.n-空手評は冠に染け ,26(19叫

ろ島faJ)位蝕+_3で5>つてだ挿7)和犬と粥に早く陸幕1 81 R C Fz.mer,)知 CherrtZnd J'5(lnl)
せんとする似内を′T=していろ｡ 9) bJIlエ叱 40,29日 匂-2)

以上の如くび化詑行持去九はこれのみにても担当正 10) H Slat.a)nger tヽ.llohTIr'1且亡tChern,
FZに作文の即 日を琵包することがけ探 その管見上古hj I58,233 (i柑l)

'むものでもろb H) D FCTLSOTI S Fordchm TmnsF且md

lt Pu 結
So⊂ 43 538-42(E9lIT)

)2) ∫A J(zltZ ド MESS C.TTW SU

本紙恕7)的巷を積めLLだ夫の如くである⊃ ph〉sChem AH9.371(1928) ^15),145-177

(り 文軌 こより臨軽米及びm弼滞 宗の済這及IL･<硝 (.9却)

僻 の粁煤への分取及び分散技の琴語D大路を 】3) tBTil Koll-Z 48 】87.353(19刀)

改gJLた｡ ' 河化学辞究Ur･>竹 10,819 (T93])

(2) 訂袋1こよl)分故の妙 [他 をg:Lb,ILつ巧窺tfEあ 】4) JR K.lil i:xLIkt:(Jltt:ZTTl!93.3]6(Z924)
るg伯 太をTuた｡ 4,ZS2()925)

(3) ㈱ 一己トp〆1i=ワンゼナチYの巣篭毛 】5) 将来･7;Jil エ化 36,】2?7(li18)

粘性につきIR曲む行い]-4,'1'!貞雄貸費は準hTe'rlOn )6) H Fr… dlLCh.h'on-i i6,277(1925)
淡動fLろことを控め,肘†によっては準可現世鼓動 17) D Fぐ湖 r' CnrlJReiC.～rch li26,59-49
に応~Jt=ろ性状Jiも正すろことを知った⊃ (】9･13)

(･1) び化に捺して粘#｣二外遊姪が粘鮭に比例すら滋 】8) Du血 u3' lILr.ltd

t51の比例常故を矧こ防化'Vflr指数と命名し,その右 JChぐTn Phy8 28,537日931)42,277(Z948)

用性を災掛作鼠 Lの 2～3のPl旺江を取りあげて陀め 19) 削11 11本化学やEb 70(I7124)

た0 20) 伽ll･九mmル イと学工学
ft.)榊 itiの研究lこ当り.理由的爽 即 ちに名古屋大学 2[) 0弓t≠.ltd IくolZIZ 3699(L925)

森 川軟凍並びに事寸m畑土 の紺官邸lこよるWT大であり鞘 22) E C mnghLIm,m Lut5 ･'11111'】LLSUClty

念 を苅する｡ (lNc≠〉ork1922)

充 ちモ 23) 氏 liu】kelc).KolllZ 39,29Z(]928)
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